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経歴
昭和 32年 6月10日生　55歳
昭和 59年 日本医科大学卒業
昭和 59年 同大第二外科学教室入局
平成 6年 日本医科大学大学院外科学卒業
  医学博士
平成 14年 平成立石病院開設　院長就任
平成 16年 南町田病院開設
平成 17年 医療法人直和会　理事長就任
  東京都病院協会常任理事
平成 19年 東京都医師会広報委員・救急委員
平成 20年 日本医師会病院委員
平成 21年 全日本病院協会常任理事
  葛飾区医師会副会長、東京都医師会代議員
平成 23年 東京都医師会理事　病院・防災担当
  東京都災害医療コーディネーター

専門医
外科専門医、消化器外科認定医、日本医師会認定産業医

副会長候補　猪口 正孝
 （いのくち　まさたか）

〒124-0012　東京都葛飾区立石５-１-９
医療法人社団直和会　平成立石病院

電話：03-3692-2121

東京都医師会副会長選挙

東京都地区医師会会長 様
東京都医師会代議員 様
東京都医師会予備代議員 様

東京都医師会副会長立候補のご挨拶

葛飾区医師会　猪口 正孝
（葛飾区医師会副会長）
（東京都医師会理事）

　東日本大震災では東京都医師会が派遣する医療救護班を担当
する病院・防災理事として、参加された会員の話を聞き現地を視察
し、結果、明日の東京に対し「東京都医師会は職能団体を
超えて、医療機能代表としての責任がある」との確信に至
りました。医療法において医療を行う場所は診療所と病院に限られ、
国を始めとする行政はこの社会的機能を用いて医療政策の実現を
図ります。診療所と病院がともに参加する組織は医師会以外にはあ
りません。すなわち地域の未来は政策の実行団体である地域の医
師会に掛かってきます。私はこの視点で東京都防災計画策定に加
わり、全医療機関による総力戦を提唱しました。通常診療から5疾
病5事業、在宅医療に至る全てにおいて診療所と病院が相互理解
と協力のもとに医療機能を高めることが望まれます。そして野中 博
会長の掲げる「生活者の視点に沿った、住み慣れた地域での安心
安全な医療提供体制と地域包括ケアの構築」を築きたいと考えて
います。

猪口正孝君を副会長として推薦します

2013年 5月吉日

野 中　博
東京都医師会会長
日本医師会理事
日本医師会介護保険委員会委員長

会　長　河北 博文
東京都病院協会

会　長　石川 辰雄
葛飾区医師会
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